
『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
（
以
下
『
古
文
書
』
）
を
用
い
た
仏
教
関
係
の
研
究
は
、
一
九
三
○
年
に
石
田
茂
作
氏
が
『
古

文
書
』
の
写
経
関
係
の
記
録
を
纏
め
て
発
表
さ
れ
た
『
嶌
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
』
を
噴
矢
と
す
る
。
そ
の
後
、
石
田
氏
の

研
究
、
特
に
末
尾
に
附
さ
れ
た
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
」
（
以
下
「
奈
良
録
」
）
を
依
拠
と
す
る
研
究
が
多
く
み
ら
れ
る
。
日
本
で

は
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
、
韓
国
で
は
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
韓
国
仏
書
解
題
辞
典
』
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
奈
良
録
」
は
奈
良
時
代
に
伝
来
さ
れ
て
い
た
一
切
経
疏
の
整
理
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
異
名
同
書
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
全
て
収
録
し
、

ま
た
『
古
文
書
』
の
掲
載
巻
頁
を
一
例
し
か
載
せ
て
い
な
い
。
「
奈
良
録
」
し
か
用
い
な
い
場
合
、
誤
記
か
異
名
同
書
か
、
ま
た
は
同
名

異
書
か
錯
綜
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

＊
Ｐ
０

更
に
『
古
文
書
』
を
用
い
た
研
究
で
参
照
さ
れ
る
の
が
、
『
古
文
書
』
に
み
ら
れ
る
審
詳
所
持
本
を
整
理
し
た
堀
池
春
峰
氏
と
平
岡
定

＊
八
、

海
氏
の
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
氏
の
研
究
も
、
研
究
対
象
と
し
た
『
古
文
書
』
の
当
該
部
分
の
相
違
か
ら
、
審
詳
所
持
本
推
定

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る

新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

一
、
始
め
に

福

士

慈

稔
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＊
《
Ｕ

金
天
鶴
氏
の
論
稿
は
へ
表
員
の
現
存
の
写
本
か
ら
引
用
文
献
の
検
討
と
教
判
の
問
題
点
、
及
び
表
員
の
華
厳
経
観
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
冒
頭
で
日
本
の
目
録
類
か
ら
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
（
以
下
『
要
決
問
答
』
）
の
記
載
を
整
理
し
、
「
奈
良
録
」
の
記
載
か
ら
実

際
に
『
古
文
書
』
の
該
当
個
所
（
二
’
五
六
七
）
の
天
平
勝
寶
三
年
条
（
七
五
一
年
）
に
『
要
決
問
答
』
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で
表
員
の
生
没
年
に
関
し
て
は
現
存
資
料
に
記
す
と
こ
ろ
が
な
く
、
唯
一
現
存
す
る
著
述
の
冒
頭
に
「
皇

龍
寺
釈
表
員
集
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
新
羅
皇
龍
寺
の
僧
で
あ
っ
た
と
し
か
分
か
ら
ず
、
現
存
書
『
要
決
問
答
』
が
慧
苑
の
『
続
華
厳
経
略

疏
刊
定
記
』
を
引
い
て
い
る
こ
と
と
、
寿
霊
の
『
五
教
章
指
事
記
』
が
『
要
決
問
答
』
を
引
い
て
い
る
こ
と
等
か
ら
表
員
の
活
動
を
八
世

紀
の
中
頃
か
ら
後
半
と
し
て
い
た
の
を
、
金
天
鶴
氏
は
表
員
の
活
動
年
代
は
も
っ
と
早
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
の
で
あ
る
。

＊
Ｑ
Ｕ

金
天
鶴
氏
の
論
稿
を
補
足
す
る
意
味
で
堀
池
春
峰
氏
の
論
稿
を
紹
介
す
る
と
、
勝
寶
三
年
条
の
『
要
決
問
答
』
の
記
事
の
背
景
は
、
東

数
に
相
違
が
み
ら
れ
て
い
る
。

＊
”
Ｉ

ま
た
『
古
文
書
』
中
の
書
名
と
人
名
を
整
理
し
た
労
作
と
し
て
木
本
好
信
氏
の
『
奈
良
朝
典
籍
所
載
仏
書
解
説
索
引
』
が
あ
る
。
頗
る

有
益
で
は
あ
る
が
、
研
究
を
志
す
も
の
と
し
て
は
他
の
研
究
を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
氏
の
研
究
を
手
掛
か
り

と
す
る
と
し
て
も
、
『
古
文
書
』
に
立
ち
返
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
稿
は
、
筆
者
の
少
し
ば
か
り
の
『
古
文
書
』
研
究
を
〈
奈
良
録
・
古
文
書
・
審
詳
請
来
経
録
比
較
表
〉
と
し
て
末
尾
に
附
し
、

『
古
文
書
』
を
用
い
た
新
羅
仏
教
に
関
す
る
研
究
の
紹
介
と
、
そ
れ
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
、
そ
し
て
『
古
文
書
』
を
用
い
る
新
羅
仏
教

研
究
の
問
題
点
に
関
し
て
私
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

二
、
金
天
鶴
氏
「
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
の
基
礎
的
研
究
」
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大
寺
大
仏
開
眼
供
養
を
眼
前
に
む
か
え
た
勝
寶
三
年
に
東
大
寺
で
華
厳
宗
を
加
え
た
六
宗
が
成
立
す
る
に
至
り
、
後
日
大
仏
殿
内
に
六
宗

絵
厨
子
が
設
置
さ
れ
、
六
宗
必
要
の
経
論
疏
集
伝
な
ど
が
納
め
ら
れ
た
ら
し
い
と
さ
れ
、
同
年
五
月
頃
に
華
厳
宗
厨
子
に
納
置
す
る
も
の

か
、
或
い
は
華
厳
宗
所
専
用
の
蔵
書
の
書
写
を
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
、
そ
の
書
写
事
業
の
一
環
と
し
て
「
華
厳
文
義
要
決
一
巻

表
員
師
集
」
と
い
う
記
述
が
出
て
い
る
と
さ
れ
る
。
と
も
か
く
も
現
存
史
料
上
で
は
初
出
で
あ
る
が
、
同
書
が
ど
の
よ
う
な
経
由
で
日
本

に
伝
わ
っ
た
の
か
分
か
ら
ず
、
審
詳
請
来
経
録
に
も
表
員
の
『
要
決
問
答
』
は
み
ら
れ
な
い
。

さ
て
表
員
の
『
要
決
問
答
』
の
成
立
年
代
と
深
く
拘
わ
っ
て
い
る
の
が
慧
苑
の
『
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
』
（
以
下
『
刊
定
記
』
）
の
成

立
年
代
で
あ
る
と
は
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
古
文
書
』
に
み
ら
れ
る
慧
苑
の
記
録
は

天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
新
課
花
嚴
音
義
二
巻
（
七
巻
’
八
五
頁
）

天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
巻
第
十
二
（
一
○
’
四
四
九
）

天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
巻
第
七
（
一
○
’
四
四
九
）

勝
寶
元
年
（
七
四
九
）
花
嚴
経
慧
薗
疏
一
部
（
第
一
巻
～
十
六
巻
）
（
二
’
九
二
～
九
三
）

勝
寶
二
年
（
七
五
○
）
花
嚴
経
慧
薗
師
疏
疏
生
等
布
施
銭
事
合
罵
疏
一
部
廿
四
巻
（
三
’
四
一
九
）

寶
字
七
年
（
七
六
三
）
花
嚴
経
疏
一
部
廿
四
巻
（
一
六
’
三
七
四
）

以
上
で
あ
る
。
慧
苑
の
著
述
で
は
『
新
課
花
嚴
音
義
』
が
最
も
早
く
七
三
九
年
に
見
ら
れ
る
が
、
『
刊
定
記
』
の
初
出
は
七
四
八
年
十

＊
皿

二
月
十
七
日
で
「
續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
」
と
し
て
み
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
。
堀
池
氏
は
、
七
四
八
年
九
月
九
日
に
東
大
寺
花
厳
供
所
が
写

＊
皿

＊
聰

一
切
経
司
に
華
厳
経
疏
を
「
早
速
令
写
」
と
依
頼
し
た
と
い
う
記
事
と
、
九
月
十
四
日
か
ら
の
書
写
開
始
の
記
事
を
、
『
刊
定
記
』
と
関

＊
蝸

連
さ
せ
て
『
刊
定
記
』
将
来
に
よ
る
書
写
と
す
る
。
し
か
し
、
九
月
九
日
の
記
録
に
は
「
花
嚴
疏
」
、
九
月
十
四
日
に
は
「
寺
花
嚴
疏
充

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）
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續
花
嚴
疏
第
三
用
紙
五
十
二
張
續
花
嚴
刊
定
記
巻
第
六
用
紙
四
十
七
張

續
花
嚴
疏
刊
定
記
巻
第
十
二
用
紙
廿
九
張
續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
巻
第
十
二
用
紙
廿
六
張

續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
巻
第
七
用
紙
六
十
一
張
第
八
上
用
冊
枚

五
十
六

七
百
九
十
二
文

合
二
百
十
五
張
「
銭
一
貫
五
百
五
文
」

天
平
廿
年
十
二
月
一
七
日

右
の
よ
う
に
、
「
續
花
嚴
疏
」
、
「
續
花
嚴
刊
定
記
」
、
「
續
花
嚴
疏
刊
定
記
」
、
「
續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
」
と
並
べ
ら
れ
、
「
續
花
嚴
疏
刊
定

記
」
と
「
續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
」
の
十
二
巻
の
用
紙
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
両
本
が
別
本
の
よ
う
な
記
事
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

マ
マ

一
一
一

十

マ
マ

＊
Ｍ

「
新
疏
廿
四
巻
」
に
関
し
て
も
七
四
七
年
十
二
月
十
九
日
の
「
華
嚴
疏
廿
四
巻
十
二
弓
遠
法
師
撰
七
弓
元
曉
師
口
法
藏
一
巻
」
と
い
う
例

も
あ
り
、
新
疏
が
一
部
で
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
「
續
花
嚴
略
疏
刊
定
記
」
と
し
て
の
『
刊
定
記
』
の
確

実
な
初
出
は
七
四
八
年
十
二
月
と
な
る
。
こ
の
『
刊
定
記
』
も
表
員
の
『
要
決
問
答
』
と
同
様
に
審
詳
請
来
経
録
に
は
み
ら
れ
ず
、
伝
来

の
経
由
と
年
次
が
不
明
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
日
本
の
史
料
で
は
表
員
の
『
要
決
問
答
』
の
初
出
は
七
五
一
年
五
月
で
あ
り
、
表
員
が
引
用
し
て
い
る
慧
苑
の
『
刊
定

記
』
の
初
出
は
七
四
八
年
十
二
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
請
来
に
か
か
る
渡
航
期
間
を
考
慮
に
入
れ
て
若
干
の
月
数
を
差
し
引
く
と
し
て
も

『
要
決
問
答
』
は
七
五
一
年
の
初
め
頃
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
と
し
か
言
い
得
る
も
の
で
は
な
く
、
活
動
年
代
に
関
し
て
も
七
五
一
年

本
帳
廿
年
九
月
十
四
日
始
新
疏
廿
四
巻
用
紙
一
千
一
百
冊
帳
」
と
あ
り
、
「
花
嚴
疏
」
及
び
「
新
疏
廿
四
巻
」
が
慧
苑
の
『
刊
定

記
』
を
指
す
の
か
断
定
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
十
二
月
十
七
日
の
記
事
で
す
ら
慧
苑
の
名
は
な
く
、

大
友
廣
國
罵
花
嚴
疏
事

績
花
嚴
疏
第
三
用
紙
五
十
二
張

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）
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尹
善
泰
氏
の
論
稿
か
ら
は
『
古
文
書
』
全
巻
を
精
読
し
た
上
で
の
確
信
に
近
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
、
村
落
文
書
の
現
物
を
見
て
い
な
い

筆
者
と
す
れ
ば
最
初
の
、
第
一
節
「
文
書
の
状
態
と
判
読
」
、
及
び
第
二
節
「
文
書
の
作
成
年
代
」
の
第
一
項
「
文
書
に
記
録
さ
れ
る

〃
年
〃
と
〃
壹
月
〃
」
、
第
二
項
「
《
華
厳
経
論
》
経
峡
の
正
倉
院
入
庫
過
程
」
の
内
容
に
関
し
て
は
何
も
言
う
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
。
第

三
項
「
《
華
厳
経
論
》
の
日
本
流
入
と
流
通
状
況
」
に
関
し
て
も
尹
善
泰
氏
の
綴
密
な
史
料
整
理
と
堅
実
な
手
法
に
感
心
す
る
だ
け
で
あ

る
。
た
だ
こ
こ
で
『
華
厳
経
論
』
日
本
伝
来
に
関
し
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

先
ず
『
華
厳
経
論
』
（
以
下
『
華
厳
論
』
）
が
霊
辨
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
「
奈
良
録
」
で
は
天
平
十
二
年
七
月
八
日
の

「
嶌
経
所
啓
」
で
「
花
嚴
論
冊
九
巻
取
因
論
一
巻
花
嚴
經
修
慈
分
一
巻
以
上
審
詳
師
本
」
（
七
’
四
八
九
）
と
あ
る
『
華
厳
論
』
を

李
通
玄
の
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
は
『
古
文
書
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
天
平
勝
寶
五
年
五
月
七

羅
村
落
文
書
」
の
制
作
年
坐

か
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

＊
鴫

尹
善
泰
氏
の
論
稿
は
、
正
倉
院
に
保
管
さ
れ
て
い
た
経
峡
の
中
の
「
華
嚴
経
論
第
七
峡
」
と
墨
書
さ
れ
た
峡
芯
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
新

羅
村
落
文
書
」
の
制
作
年
代
を
、
『
古
文
書
』
の
記
録
を
中
心
と
し
て
そ
の
制
作
年
代
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
華
厳
経
論
第
七
峡
」

と
は
審
詳
が
新
羅
か
ら
将
来
し
た
『
華
厳
経
論
』
六
五
巻
を
入
れ
て
い
た
七
峡
の
中
の
第
七
の
峡
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
よ
っ
て
「
新

羅
村
落
文
書
」
の
制
作
年
代
と
さ
れ
る
乙
未
年
と
は
審
詳
の
没
年
（
七
五
一
年
）
以
前
の
六
九
五
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

以
前
に
活
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
稽
首
で
き
る
が
、
そ
れ
以
降
生
存
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
断
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
金
天
鶴
氏
の
よ
う
に
『
古
文
書
』
の
整
理
に
よ
る
考
察
は
、
今
後
の
指
針
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

三
、
尹
善
泰
氏
の
「
〈
新
羅
村
落
文
書
〉
の
作
成
年
代
と
用
途
」
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日
類
収
の
「
未
罵
経
律
論
集
目
録
」
に
「
華
嚴
論
六
百
巻
劉
謙
之
造
華
嚴
論
一
百
巻
後
巍
縄
霞
辨
造
」
（
一
二
’
五
五
三
）
と
あ
り
、
更
に
天
平

勝
寶
五
年
九
月
四
日
「
経
疏
出
納
帳
」
に
「
謹
啓
奉
請
書
事
世
親
菩
薩
造
十
地
論
一
部
並
彼
疏
一
部
又
花
嚴
傳
一
部
五
巻
又
霞
辨
師
造
花
嚴
論
初
峡
蓄
」
と
し
て

返
還
依
頼
の
善
珠
（
良
弁
）
の
書
簡
（
三
’
六
三
○
）
、
天
平
勝
寶
三
年
五
月
二
十
五
日
の
蔵
経
に
「
華
嚴
經
論
一
部
五
十
巻
且
來
者
霞
辨
師
述

用
紙
一
千
二
百
七
十
五
張
施
九
十
貫
」
（
二
’
五
六
六
）
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
平
十
二
年
か
ら
登
場
す
る
『
華
厳
論
』
四
八
・

四
九
・
五
○
巻
及
び
六
五
巻
を
霞
辨
の
一
○
○
巻
中
の
も
の
と
す
る
尹
善
泰
氏
の
見
解
は
正
し
い
。
問
題
は
そ
の
『
華
厳
論
』
の
巻
数
と

所
有
者
の
問
題
で
あ
る
。
尚
、
「
華
嚴
論
」
、
「
花
嚴
論
」
、
「
華
嚴
経
論
」
、
「
花
嚴
経
論
」
等
の
表
記
の
不
統
一
に
関
し
て
は
、
『
古
文
書
』

に
よ
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
問
題
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
一
）
『
華
厳
論
』
五
○
巻
の
問
題

『
古
文
書
』
で
の
『
華
厳
論
』
の
初
出
は
前
述
の
よ
う
に
天
平
十
二
年
七
月
八
日
（
七
四
○
年
）
の
「
罵
経
所
啓
」
で

花
嚴
論
冊
九
巻
取
因
論
一
巻
花
嚴
經
修
慈
分
一
巻
以
上
審
詳
師
本
（
七
’
四
八
九
）

と
あ
る
記
録
で
あ
る
。
『
華
厳
論
』
四
九
巻
を
審
詳
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
『
華
厳
論
』
を
審
詳
だ
け

が
所
持
し
て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
が
、
「
律
論
疏
集
傳
等
本
収
納
井
返
送
帳
」
の
天
平
十
六
年
二
月
二
十
六
日
に

納
花
嚴
論
冊
七
巻
第
一
峡
欠
第
一
第
二
峡
第
三
峡
第
四
峡
第
五
峡

右
慈
訓
師
所
受
人
成
以
十
九
年
二
月
十
一
日
返
送
慈
訓
師
所
（
八
’
一
八
九
）

と
慈
訓
か
ら
『
華
厳
論
』
四
七
巻
を
借
り
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
「
律
論
疏
集
傳
等
本
収
納
井
返
送
帳
」
の
天
平
十
六
年
九
月
九
日
に

納
花
嚴
論
第
一
巻

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）
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右
慈
訓
師
所
書
也
（
八
’
一
九
二
）

と
あ
り
、
第
一
峡
の
欠
巻
第
一
巻
を
慈
訓
か
ら
借
り
入
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
慈
訓
所
持
の
『
華
厳
論
』
が
、
天
平
十
六
年

二
月
二
十
六
日
の
段
階
で
欠
と
な
っ
て
い
た
第
一
が
補
完
さ
れ
た
こ
と
で
、
第
一
二
巻
と
第
二
九
巻
を
欠
い
た
五
○
巻
中
の
四
八
巻
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
が
第
一
峡
か
ら
第
五
峡
ま
で
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
「
常
疏
充
装
矛
等
帳
」
天
平
十
六
年
四
月
か
ら
の

記
録
（
八
’
三
四
一
～
三
四
八
）
、
及
び
「
罵
疏
論
集
常
校
帳
」
（
八
’
三
七
八
～
三
八
九
）
を
み
れ
ば
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し

て
天
平
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
の
「
罵
疏
所
解
」
の

ａ
ｌ
花
嚴
論
一
部
五
十
巻
且
篇
冊
八
巻
欠
第
廿
暑
廿
九
巻
用
紙
一
千
二
百
六
十
八
枚
（
八
’
五
二
五
）

年
月
を
欠
い
た
断
簡
で
あ
る
が
、
上
と
同
内
容
の
裏
書
き
で
「
八
十
六
部
五
百
五
十
四
巻
」
と
さ
れ
る
も
の
に

ｂ
ｌ
花
嚴
論
五
十
巻
一
千
二
百
七
十
五
紙
（
八
’
五
二
八
）

と
あ
り
、
ａ
と
ｂ
の
二
つ
の
『
華
厳
論
』
の
用
紙
の
枚
数
の
相
違
か
ら
も
『
華
厳
論
』
五
○
巻
本
が
慈
訓
所
持
本
と
審
詳
所
持
本
の
二

本
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
後
の
記
録
（
九
’
三
八
二
・
三
八
五
、
二
’
五
六
二
・
五
六
四
・
五
六
六
、
一

二
’
一
七
四
・
一
七
六
・
二
六
二
・
五
一
九
・
五
二
八
・
七
五
九
等
々
）
で
は
両
書
が
混
同
さ
れ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
『
華
厳
論
』
六
五
巻
の
問
題

次
に
『
華
厳
論
』
六
五
巻
の
問
題
で
あ
る
。
先
述
の
平
岡
氏
は
「
経
録
」
の
九
○
番
に
、
堀
池
氏
は
「
経
録
」
の
二
番
に
挙
げ
て
い
て
、

＊
肥

『
華
厳
論
』
六
五
巻
が
審
詳
将
来
の
も
の
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
古
文
書
』
に
お
け
る
『
華
厳
論
』
六
五
巻
の
初
出
は
、
前
述
の

天
平
十
九
年
十
二
月
十
九
日
（
七
四
七
年
）
の
「
自
内
裏
奉
請
疏
本
」
（
一
○
’
二
七
八
）
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）
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と
あ
り
、
続
い
て
依
頼
の
章
疏
の
中
で
の
平
攝
の
所
持
本
の
内
訳
と
借
り
主
の
名
と
、
そ
し
て
返
還
の
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
華
嚴

論
・
孔
目
・
旨
歸
・
方
軌
・
五
教
に
関
し
て
は
平
攝
の
所
持
本
の
中
に
も
、
借
り
手
の
借
本
の
中
に
も
そ
の
書
名
を
捜
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
恐
ら
く
は
内
裏
納
入
も
さ
れ
て
い
な
い
、
平
攝
の
所
持
本
に
も
な
い
も
の
で
、
書
名
だ
け
が
先
行
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
ｐ
そ
れ
は
「
脩
慈
分
二
巻
」
に
続
く
「
一
巻
内
裏
納
了
」
と
あ
る
一
文
と
、
そ
の
後
『
華
厳
論
』
六
五
巻
が
『
古
文
書
』

に
現
れ
る
の
は
十
九
年
後
の
七
六
六
年
で
あ
る
と
い
う
時
間
的
な
空
白
期
間
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
初
出
か
ら
十
九
年
後
の

天
平
神
護
二
年
十
月
三
日
（
七
六
六
年
）
の
「
僧
寶
行
借
書
目
録
」
に
他
の
章
疏
と
共
に

華
嚴
論
六
十
五
巻
（
一
七
’
二
○
）

と
し
て
七
六
六
年
に
寶
業
が
（
恐
ら
く
は
審
詳
没
後
と
考
え
ら
れ
る
た
め
東
大
寺
写
経
所
か
ら
）
借
り
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
”

さ
て
、
平
岡
・
堀
池
両
氏
が
『
華
厳
論
』
六
五
巻
を
審
詳
所
持
本
と
み
た
根
拠
は
文
書
の
題
目
が
無
く
な
っ
て
い
る
景
雲
二
年
十
二
月

四
日
（
七
六
八
年
）
の
経
藏
に

脩
慈
分
二
巻
一
巻
内
裏
納
了

傳
二
巻
花
嚴
經
者
傳
之
記
一
巻

料
簡
一
巻
花
嚴
經
者
一
乗
法
界
圖
一
巻

入
法
界
品
抄
一
巻
親
課
起
信
論
記
一
巻

華
嚴
論
七
峡
六
十
五
巻
一

孔
目
六
巻
方
軌
四
巻

旨
歸
一
巻
五
教
一
巻

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

七
峡
六
十
五
巻
華
嚴
疏
廿
四
巻
上
一
弓
遠
法
師
撰
七
弓
元
曉
師
口
法
藏
師
一
巻

十
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華
嚴
經
論
一
部
六
十
五
巻
穀
皮
峡
誌
枚
（
一
七
’
三
一
九
）

と
あ
り
、
ま
た
景
雲
二
年
十
二
月
二
日
の
「
奉
嶌
一
切
経
司
牒
造
東
大
寺
」
に
他
の
章
疏
と
共
に

華
嚴
經
論
一
部
六
十
五
巻
（
一
七
’
二
三
）

と
あ
る
の
を
以
て
審
詳
所
持
本
（
審
詳
師
経
内
）
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
前
後
に
景
雲
二
年
二
月
三
日
の
八
一
巻
の
審
詳

所
持
本
の
記
録
（
一
七
’
一
○
七
～
一
○
九
）
、
景
雲
二
年
十
一
月
二
十
五
日
の
「
造
東
大
寺
司
牒
奉
嶌
一
切
経
所
」
と
し
て
審
詳
所

持
本
の
一
部
（
一
七
’
一
三
五
～
一
三
七
）
、
景
雲
二
年
十
一
月
十
日
の
「
奉
嶌
一
切
経
所
牒
造
東
大
寺
司
及
三
綱
所
」
と
し
て
審
詳

所
持
本
の
二
百
十
四
巻
の
記
録
（
一
七
’
一
三
九
～
一
四
一
）
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
景
雲
二
年
十
二
月
四
日
（
七
六
八
年
）
の
経
藏
に

七

関
し
て
は
、
異
筆
で
「
並
審
詳
師
之
」
（
一
七
’
一
二
九
）
と
あ
る
た
め
に
「
華
嚴
経
論
一
部
六
十
五
巻
穀
皮
峡
六
枚
」
を
審
詳
所
持
本

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
並
審
詳
師
之
」
が
異
筆
で
あ
る
こ
と
と
、
「
右
」
ま
た
は

「
以
上
」
○
○
巻
審
詳
師
経
内
文
と
い
う
一
文
が
な
く
、
更
に
書
末
に
追
筆
で
「
雑
集
論
疏
十
巻
審
詳
璽
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
景
雲
二
年
十
二
月
二
日
の
「
奉
嶌
一
切
経
司
牒
造
東
大
寺
」
で
は
審
詳
所
持
本
の
列
記
の
後
に

右
五
十
部
「
二
百
五
十
」
巻
「
審
詳
師
」
（
一
七
’
一
三
四
）

と
あ
る
二
つ
の
「
」
内
の
文
字
が
追
筆
で
あ
る
こ
と
も
若
干
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
三
）
審
詳
将
来
の
『
華
厳
論
』

以
上
、
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
が
、
大
き
な
問
題
と
し
て
は
や
は
り
、
天
平
十
二
年
七
月
八
日
（
七
四
○
年
）
の
「
篤
経

所
啓
」
で
登
場
す
る
審
詳
所
持
本
の
『
華
厳
論
』
四
九
巻
が
、
ど
う
し
て
景
雲
二
年
十
二
月
（
七
六
八
年
）
と
い
う
二
十
八
年
後
に
六
五

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）
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巻
に
替
わ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
天
平
十
六
年
の
『
華
厳
論
』
の
筆
写
の
記
録
の
多
さ
は
そ
の
ま
ま
『
華
厳
論
』
に
対
す
る
関

心
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
当
時
、
審
詳
が
六
五
巻
を
有
し
て
い
た
な
ら
ば
第
六
峡
及
び
第
七
峡
の
筆
写
と
結
び
つ
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
『
華
厳
論
』
六
五
巻
の
初
出
で
あ
る
天
平
十
九
年
十
二
月
十
九
日
（
七
四
七
年
）
の
際
も
、
『
華
厳
論
』
六
五
巻
の
確
固

た
る
存
在
を
確
認
で
き
ず
、
そ
の
後
、
十
九
年
後
の
七
六
六
年
に
恐
ら
く
は
東
大
寺
所
蔵
と
し
て
登
場
し
、
景
雲
二
年
十
二
月
四
日
（
七

六
八
年
）
か
ら
は
東
大
寺
所
蔵
の
審
詳
経
内
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
筆
者
と
す
れ
ば
、
天
平
十
九
年
に
『
華
厳
論
』
六
五
巻
の
存

在
を
知
っ
た
が
平
攝
も
審
詳
も
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
年
）
ま
で
に
不
足
分
を
補
充
す
る
意
味
で
五
一

巻
か
ら
六
五
巻
が
新
羅
よ
り
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
、
七
六
八
年
頃
に
審
詳
経
内
の
『
華
厳
論
』
四
九
巻
に
編
入
さ
れ
た
可
能
性
を
思
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
新
羅
村
落
文
書
の
成
立
を
六
九
五
年
と
せ
ず
に
、
日
本
の
依
頼
に
よ
っ
て
新
た
に
新
羅
で
筆
写
さ

れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
日
本
の
史
料
に
再
登
場
す
る
七
六
六
年
を
再
考
し
乙
未
年
を
七
五
五
年
と
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
は
た
だ
の
推
論
に
す
ぎ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
そ
の
後
、
寶
亀
二
年
か
ら
も
筆
写
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
校
正
さ
れ
た
記
録
が
『
古
文
書
』

に
み
ら
れ
る
が
（
一
九
’
四
○
・
五
二
・
五
八
・
六
二
・
六
五
・
七
三
・
七
四
・
七
五
・
三
七
五
）
、
第
六
峡
及
び
第
七
峡
の
記
録
を
捜

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
以
後
の
記
録
と
し
て
は
寶
亀
四
年
七
月
十
七
日
（
七
七
三
年
）
の
「
僧
奉
正
請
経
論
啓
」
に

以
上
、
先
行
の
『
古
文
書
』
を
用
い
た
研
究
の
紹
介
と
若
干
の
問
題
点
を
挙
げ
て
み
た
。
た
だ
問
題
点
を
挙
げ
る
に
止
ま
り
、
そ
の
解

と
し
て
『
華
厳
論
』
六
五
巻
の
借
り
出
し
を
請
う
書
簡
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

花
嚴
論
一
部
六
十
五
巻

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

四
、
結
語
に
か
え
て
、
『
古
文
書
』
を
用
い
る
新
羅
仏
教
研
究
の
問
題
点
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附
設
〈
奈
良
録
・
古
文
書
・
審
詳
請
来
経
録
比
較
表
〉
で
「
奈
良
録
」
、
「
古
文
書
』
、
『
古
文
書
』
に
み
ら
れ
る
「
審
詳
請
来
経
録
」
か

ら
新
羅
諸
師
の
著
述
を
抜
き
出
し
、
「
奈
良
録
」
か
ら
抜
き
出
し
た
著
述
に
は
そ
の
番
号
、
『
古
文
書
』
か
ら
抜
き
出
し
た
著
述
に
は
作
者

名
が
み
ら
れ
る
巻
頁
で
早
期
の
も
の
一
例
の
み
を
付
し
た
。
『
古
文
書
』
及
び
「
審
詳
請
来
経
録
」
の
段
で
（
）
の
中
に
入
れ
た
著
述

は
、
『
古
文
書
』
及
び
審
詳
請
来
本
の
中
に
書
名
は
み
ら
れ
る
が
著
者
名
が
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
円
光
の
『
大
方
等
如
来

蔵
経
私
記
』
、
神
肪
『
十
輪
経
抄
』
、
義
湘
「
一
乗
法
界
図
』
、
行
達
『
倶
舎
料
簡
』
、
明
晶
『
海
印
三
昧
論
』
等
々
は
、
後
代
の
目
録
に
よ
っ

て
作
者
と
著
述
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
諸
師
の
著
述
も
後
代
の
目
録
に
よ
っ
て
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
巻
数
の
不
同
も

多
く
、
同
書
で
一
○
巻
・
一
六
巻
・
二
○
巻
と
異
な
る
記
録
が
あ
る
場
合
は
円
測
「
成
唯
識
論
疏
一
○
（
一
六
・
二
○
）
巻
」
と
い
う
よ

う
に
（
）
の
中
に
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
古
文
書
』
自
体
が
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
『
古
文
書
』
研
究
は
そ
れ
だ
け
で

完
了
す
る
も
の
で
は
な
く
、
後
代
の
目
録
、
後
代
諸
師
の
章
疏
な
ど
を
用
い
た
総
合
的
研
究
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
『
古
文
書
』
に
は
審
詳
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
新
羅
僧
と
考
え
ら
れ
る
二
十
二
名
の
著
述
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
八
世
紀
中
頃
ま
で
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
新
羅
諸
師
の
著
述
と
、
筆
写
の
記
録
に
よ
っ
て
そ
の
重
用
度
が
確
認
で
き
る
の

答
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
『
古
文
書
』
自
体
が
持
つ
問
題
、
つ
ま
り
『
古
文
書
』
が
奈
良
時
代
に
計
画
的
に
編
纂

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
記
事
が
断
片
的
な
も
の
が
多
く
、
中
に
は
文
案
や
メ
モ
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
こ
と
、
附
設
〈
奈
良
録
・

古
文
書
・
審
詳
請
来
経
録
比
較
表
〉
で
は
義
寂
の
著
述
と
し
て
便
宜
上
「
法
花
経
論
述
記
一
巻
」
と
し
て
挙
げ
た
が
、
『
古
文
書
』
に
は

「
法
花
經
論
述
記
一
巻
」
（
一
七
’
九
八
）
と
「
法
華
經
論
述
記
一
巻
」
（
一
七
’
一
○
一
）
と
い
う
よ
う
に
「
花
」
と
「
華
」
の
混
同
が

頻
繁
に
み
ら
れ
、
ま
た
誤
記
・
脱
字
等
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
よ
っ
て
異
名
同
本
・
同
本
異
名
か
判
断
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
々
の
問
題
の

た
め
で
あ
る
。

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）
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で
あ
る
。
『
古
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
諸
師
と
そ
の
著
述
と
「
五
宗
録
」
等
後
代
の
目
録
と
の
対
照
表
は
『
身
延
論
叢
』
及
び
『
身
延

山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

尚
、
本
附
設
表
は
平
成
十
八
～
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
⑥
「
十
二
世
紀
末
ま
で
の
日
本
各
宗
に
み
ら
れ
る
新
羅
・
高

麗
仏
教
に
対
す
る
認
識
に
関
す
る
研
究
」
（
課
題
番
号
一
八
五
二
○
○
四
五
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

＊注
1

＊
９
堀
池
氏
前
掲
論
稿

＊
皿
『
古
文
書
』
一
○
曇

＊
Ｒ
〕

＊
局
Ｉ

＊
９
白

＊
ｎ
．

＊
４
４

＊
Ｆ
Ｄ

＊
八
０

木
本
好
信
『
奈
良
朝
典
籍
所
載
仏
書
解
説
索
引
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）
。
尚
、
元
曉
の
著
述
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
木
本
氏
の

研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
も
の
が
拙
論
弓
古
文
書
』
に
み
ら
れ
る
元
曉
著
述
の
問
題
点
」
（
『
新
羅
元
曉
研
究
』
大
東
出
版
社
、
二
○
○
四
年
、

一
三
八
’
一
四
七
頁
）
で
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

金
天
鶴
氏
「
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
朝
鮮
半
島
に
流
入
し
た
諸
文
化
要
素
の
研
究
（
二
）
』
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
調
査
研
究
報
告
四
四
、
一
九
九
九
年
）

東
京
大
学
史
料
編
墓
所
編
『
大
日
本
古
文
書
正
倉
院
編
年
文
書
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
○
一
年
’
一
九
四
○
年
）
、
尚
、
近
年
、
宮
内
庁
正

倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
も
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
翻
刻
さ
れ
た
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
編
本
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
○
年
）

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
（
大
東
出
版
社
）

東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
韓
国
仏
書
解
題
辞
典
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）

堀
池
春
峰
「
華
厳
経
講
説
よ
り
み
た
る
良
弁
と
審
詳
」
（
『
南
都
仏
教
』
三
一
、
一
九
七
三
年
）

平
岡
定
海
「
新
羅
の
審
詳
の
教
学
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
二
’
二
、
一
九
七
二
年
）
及
び
『
日
本
寺
院
史
の
研
究
（
古
代
編
）
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

一
○
巻
四
四
九
頁
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＊
肥

＊＊＊＊＊

1514131211

『
古
文
書
』
一
○
巻
二
七
八
頁

尹
善
泰
「
〈
新
羅
村
落
文
書
〉
の
作
成
年
代
と
用
途
」
（
二
○
○
○
年
度
ソ
ウ
ル
大
学
博
士
学
位
請
求
論
文
『
新
羅
統
一
期
の
村
落
支
配
ｌ
新
羅
古

文
書
と
木
簡
の
分
析
を
中
心
と
し
て
』
）

平
岡
氏
・
堀
池
氏
前
掲
論
稿

堀
池
氏
前
掲
論
稿

『
古
文
書
』
一
○
巻
八
二
’
八
三
頁

『
古
文
書
』
一
○
巻
八
九
頁

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）
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附
設
〈
奈
良
録
・
古
文
書
・
審
詳
請
来
経
録
比
較
表
〉

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

心
経
疏
二
巻

多
心
経
疏
一
巻

般
若
心
経
疏
一
巻

摩
訶
般
若
波
羅
密
《

無
量
義
経
疏
三
巻

唯
識
論
疏
二
○
巻

成
唯
識
論
疏
一
○
琴

廿
唯
識
疏
二
巻

凶
明
論
疏
二
巻

理
門
論
疏
二
巻

囚
明
正
理
門
論
疏
一

百
法
論
疏
一
巻

観
所
縁
縁
論
疏
一
墓

穴
十
一
見
章
一
巻

垂
Ⅱ
）
空
言

１

OOOOOO四
Ｃ
Ｃ

四
○
一

四
二
八

四
三
一

七
四
六

○○

仁摩摩般多心解観因凶大凶は

王訶訶若心経深所明明因明耽
径般般心経疏密縁正正明論疏
琉若若経疏一経々理理論疏二
三波経疏一巻疏論門門疏二巻
へ羅疏一巻一疏論論二巻
五蜜一巻○一疏記巻
~／多巻巻へ二二
巻心二巻巻

一
巻

城
一
巻

匪
琉
三
巻

一
二
ｌ
王
壬

凹
’
九
四

一一’六’’’二’七四’一

’ ’ 五’三四五’五’’四’
一五三四八九一五三一四八匹
○一四○四一○五三○○九五

衝
所
縁
々
論
疏
一
巻

唯
識
論
疏
九
巻

因
明
正
理
門
論
記
二
巻

（
般
若
心
経
疏
一
巻
）

豆
、
十
二
剋
蔑
一
患
）

－14－

僧
名

｜
奈
良
録
番
号

奈
良
録

｜
古
文
書
巻
頁

古
文
書

審
詳
請
来
経
録



四
元
曉

三
（
神
防
）

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

十
輪
経
抄
二
巻

勝両両両華
鬘巻巻巻厳
経無元無経
疏量量量疏
二寿寿寿八
巻経経経巻

宗宗宗
要旨旨

巻巻巻

六
十
二
見
章
一
巻

二
七
四
四

九八八八八
○九八八二
八○九八八

一
九
二
四

勝両花元華
鬘巻厳曉厳
経元論師経
疏量疏花疏
二寿元厳八
/-、経曉疏巻
三宗師一
・旨○
六一巻
､-／巻
巻

唯
識
論
円
測
師
疏
六
巻

唯
識
論
測
法
師
疏
二
○
巻

成
唯
識
論
疏
一
○
（
一
六
・
二
○
）

巻成
唯
識
論
測
法
師
疏

（
六
十
一
見
章
一
巻
）

（
六
十
二
見
章
一
巻
）

二
十
唯
識
疏
二
巻

円
測
師
唯
識
疏

唯
識
疏
一
○
巻

唯
識
測
法
師
一
○
巻

唯
識
論
疏
一
（
一
○
・
一
五
）
巻

（
十
輪
経
抄
二
巻
）

一
二
’
五
五

一
○
’
一
五
八

七
’
二
七

九
’
五
一
二

七
’
四
八
九

九
’
三
八
二
・
五
九
九

二
’
三
三
一

三
’
一
九
九

九
’
三
八
九
・
六
二
四

一
○
’
四
四
二

三
’
三
三

一
一
’
三
○
九

一
二
’
三
六
一

一
七
’
七
九

八
’
一
六
九

八
’
三
三
九

二
’
三
六
七

一
二
’
三
八
○

一
二
’
九
・
三
八
○

二
’
七
二
九

一
七
’
一
四
三

傍勝起起華
伽鬘信信厳
経経論論経
疏疏別疏疏
七二記二一
巻巻一巻○

巻巻
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『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

法金大般大不不金最八深維維樗入梼 桜 般 般 般 註
華剛恵若恵増増皷勝巻密摩摩伽樗伽 伽 舟 舟 舟 勝
要般度宗度不不経王金経経宗経伽経 宗 三 三 三 鬘
略若経要経減滅疏経光疏疏要疏経宗要昧昧昧経
一経枢一宗経経八疏明三三一一疏要 論 経 経 経 疏
巻疏要巻要疏疏巻八経巻巻巻三八一一略略略四
三 一 一一一巻疏巻巻巻巻疏議記巻
巻巻巻巻巻八

巻巻巻巻

一
九
○
九

一
九
二
五

一
九
二
六

一
九
二
七

一
九
四
○

一
九
四
一

一
九
四
二

一
九
四
三

一
九
六
八

一
九
六
九

一
九
八
二

一
九
八
七

一
九
八
八

一
九
八
九

二
○
一
八

二
○
一
九

二
○
二
三

二
○
二
四

二
○
二
五

二
○
五
四

二
一
二
五
・

一
一
一
一
一
一
ハ

浬金 金法 法法金不
藥剛 剛花 花花剛増
経三三疏略要般不
宗昧昧五述略若減
要 経,-、巻一一経経
一論 経巻 巻疏疏
巻疏 、- ／三一
三論巻巻
巻 三

巻

金最金深解維
鼓勝光密深摩
経王明経密経
疏経経疏経疏
八疏疏疏三
/-、八八三巻
一 巻 巻 巻
五
一

巻

入
樗
伽
疏
八
巻

桜
伽
経
疏
七
（
八
・
一
三
）
巻

入般般
傍舟舟
伽三三
経昧昧
疏経経
七略略
/-、疏記
八一一
・巻巻

三
一

巻

二
四
’
五
一
五

一
二
’
三
八
一

一
三
’
二
二

二
’
五
六
四

一
二
’
一
○
・
一
四

一
二
’
一
四

一
二
’
三
八
○

一
七
’
一
三
六

三
’
六
四
二

一
二
’
五
三

一
二
’
一
○

八
’
三
七
一

一
○
’
三
三
○

一
二
’
三
八
○

一
七
’
一
三
二

二
’
五
六
五

一
二
’
五
三
八

一
二
’
五
四
一

一
二
’
三
八
七

一
二
’
一
三

一
二
’
一
三

一
六
’
四
○
三

中
辺
分
別
論
疏
四
巻

大
乗
観
行
門
二
巻

雑
集
論
疏
五
巻

梁
摂
論
疏
抄
四
巻

世
親
摂
論
疏
四
巻

三
論
玄
義
一
巻

広
百
論
撮
要
一
巻

法
花
略
述
一
巻

（
金
剛
三
昧
論
疏
三
巻
）

（
起
信
論
私
記
一
巻
）

（
一
道
義
一
巻
）

（
二
障
章
一
巻
）

（
宝
性
論
料
簡
二
巻
）

（
十
門
和
詳
論
二
巻
）

（
梧
伽
経
宗
要
一
巻
）

（
本
業
理
路
経
疏
二
巻
）

（
般
舟
三
昧
経
略
記
一
巻
）

（
不
増
不
滅
経
疏
一
巻
）

（
浬
藥
経
宗
要
一
巻
）

（
法
花
経
要
略
一
巻
）

（
両
巻
無
量
寿
経
宗
旨
一

巻
）
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『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

法
華
宗
要
一
巻

金
剛
三
昧
経
論
中
下

金
剛
三
昧
論
三
巻

金
剛
三
昧
経
論
疏
三
巻

金
剛
三
昧
経
論
記
三
巻

浬
藥
経
宗
要
一
巻

浬
藥
経
疏
五
巻

梵
網
経
疏
二
巻

梵
網
経
私
記
一
巻

梵
網
経
菩
薩
戒
本
私
記
上

梵
網
経
菩
薩
戒
文
義
私
記
序
上

梵
網
経
上
巻
疏
一
巻

菩
薩
本
持
犯
要
記
一
巻

法
花
略
述
一
巻

菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
一
巻

瑛
略
経
疏
二
巻

聡
伽
抄
五
巻

雑
集
論
疏
五
巻

中
辺
論
疏
四
巻

中
辺
分
別
論
疏
四
巻

二
一
二
七
・

二
一
二
八

二
一
二
九

二
一
五
二

二
一
五
三

二
一
五
四

二
一
五
五

二
一
六
五

一
一
一
一
ハ
ー
ハ

ニ
ニ
ニ
八

二
二
二
九

二
二
三
○

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
“
一
一
一
一
一
一

二
二
四
三
・

二
二
四
四

二
二
四
五

二
二
四
六

二
二
九
三

二
三
三
五

二
三
四
三

二
三
四
四

浬
藥
経
疏
五
巻

梵
網
経
疏
二
巻

梵
網
経
私
記
一
巻

梵
網
経
菩
薩
戒
本
私
記
一
巻

梵
網
経
上
巻
疏
一
巻

菩
薩
本
持
犯
要
記
一
巻

菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
一
巻

聡
伽
抄
五
巻

聴
伽
論
抄
五
巻

雑
集
論
疏
五
巻

雑
集
論
料
簡
一
巻

弁
中
辺
論
疏
四
巻

中
辺
分
別
論
疏
四
（
三
）
巻

起元起元起梁世摂
信曉信曉信摂親大
論師論師論論摂乗
記起別起疏疏論論
一信記信二抄疏抄
巻論一論巻四四四

別巻疏巻巻巻
記二
一巻
巻

一
二
’
三
七
九

一
二
’
一
五

一
二
’
一
九

一
八
’
四
六
二

一
六
’
四
○
三

一
六
’
四
○
三

一
二
’
三
八
二

一
六
’
四
○
三

一
二
’
一
九

一
二
’
一
六

一
七
’
一
○
七

一
八
’
四
六
一

一
二
’
三
八
一

三
’
六
五
三

一
二
’
一
九

一
二
’
三
八
一

三
’
六
五
四

三
’
六
一
八

二
’
三
五
五

八
’
三
三
九

八
’
一
六
九

八
’
四
二
七

（
大
恵
度
経
宗
要
一
巻
）

（
菩
薩
本
持
犯
要
一
巻
）

（
金
皷
経
疏
八
巻
）

（
判
比
量
論
一
巻
）

（
六
現
観
義
発
菩
提
義
一

巻
）（

初
章
観
文
一
巻
）
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『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

三
論
宗
要
一
巻

三
論
宗
要
記
一
巻

宝
性
論
宗
要
一
巻

弁
中
辺
論
疏
四
巻

摂
大
乗
論
抄
四
巻

摂
大
乗
論
抄
記
四
巻

世
親
摂
論
疏
四
巻

梁
摂
論
疏
抄
四
巻

起
信
論
別
記
一
巻

起
信
論
記
一
巻

起
信
論
一
道
章
一
巻

一
道
義
一
巻

一
道
章
一
巻

起
信
論
二
彰
章
一
巻

二
障
章
一
巻

起
信
論
二
郭
章

大
乗
二
章
義
一
巻

大
乗
二
障
義
一
巻

二
障
義
章
一
巻

起
信
論
疏
二
巻

広
百
論
撮
要
一
巻

二
三
四
五

二
三
四
七

二
三
四
八

二
三
四
九

二
三
五
○

二
四
三
八

二
四
三
九

二
四
四
○

二
四
四
一

二
四
四
二

二
四
四
五

二
四
四
六

二
四
四
七

二
四
四
八

二
四
四
九

二
四
五
○

二
四
五
二

二
四
七
八
・

二
四
七
九

二
四
八
六

二
四
八
七

二
四
九
三

十
門
和
謬
論
二
巻

六
現
観
義
発
菩
提
心
義
浄
義
含
一

巻因
明
疏
一
巻

（
華
厳
綱
目
一
巻
）

一
道
章
一
巻

一
道
義
章
一
巻

二
障
義
章
一
巻

二
郭
章
一
巻

大
乗
二
障
義
一
巻

広
百
論
撮
要
一
巻

三
論
玄
義

宝
性
論
宗
要
三
巻

掌
珍
論
料
簡
一
巻

大
乗
観
行
門
三
（
一
）
巻

（
註
勝
鬘
経
疏
二
（
四
）
巻
）

（
両
巻
元
量
寿
経
宗
要
）

（
般
舟
三
昧
経
略
議
一
巻
）

一
二
’
三
八
三

一
二
’
五
五

二
’
四
二
八

一
二
’
三
七
九

一
三
’
三
五

一
二
’
三
六
二

二
五
’
一
七
六

二
○
’
四
一
九

一
六
’
四
○
五

一
一
’
五
六
六

一
一
’
五
六
七

二
’
五
六
七

一
二
’
三
八
一

一
六
’
四
○
七

一
二
’
三
八
三

一
七
’
一
○
八

二
’
五
六
六

一
二
’
三
八
二

一
二
’
三
八
二

一
七
’
九
○

二
’
五
六
六
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『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

宝
性
論
料
簡
一
巻

宝
性
論
料
簡
三
巻

寛
一
乗
宝
生
論
料
簡
一
巻

掌
珍
論
料
簡
一
巻

判
比
量
論
一
巻

初
章
観
文
二
巻

十
門
和
評
論
二
巻

六
現
観
義
発
菩
提
心
義
淨
義

含
一
巻

大
乗
観
行
門
三
巻

二
四
九
四

二
四
九
五

二
四
九
六

二
五
○
三
・

二
五
○
四

二
六
三
八
・

二
六
三
九

二
六
五
一

二
六
九
九

二
七
○
○

二
七
六
七
・

二
七
六
八

（
般
若
宗
要
一
巻
）

（
大
般
若
宗
要
一
巻
）

（
般
若
心
経
疏
一
巻
）

（
法
花
宗
要
一
巻
）

（
梵
網
経
菩
薩
戒
文
義
私
記
序
上

巻
）（

理
路
経
疏
二
巻
）

（
維
摩
宗
要
一
巻
）

（
維
摩
経
宗
要
一
巻
）

（
不
増
不
滅
経
疏
一
巻
）

（
大
恵
度
経
宗
要
一
巻
）

（
傍
伽
宗
要
）

（
梧
伽
宗
要
論
一
巻
）

（
樗
伽
経
宗
要
一
（
二
）
巻
）

（
起
信
論
私
記
一
巻
）

（
中
辺
論
疏
四
巻
）

八
’
五
一
三
・
五
八
六

二
’
四
二
八

一
七
’
一
三
六

一
六
’
四
○
二

一
七
’
九
四

七
’
二
三

七
’
二
二
○

三
’
八
六

三
’
八
六

一
七
’
一
三
九

一
一
’
七
一

二
’
一
五
六

三
’
六
五
一

二
’
三
五
六

八
’
四
四
○

一
二
’
一
八
一

三
’
八
六

一
二
’
三
八
一

三
’
五
三
○

一
二
’
一
八
六

一
二
’
一
六
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七六

慣法
興位

五
（
義
湘
）

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

元
量
寿
経
義
疏
二
巻

元
垢
称
経
疏
六
巻

華
厳
一
乗
法
界
図
一
巻

一
八
九
四

一
九
七
○

一
八
二
九
・

一
八
三
○

元
量
寿
経
義
疏
二
巻

慣
興
師
金
光
明
経
疏

（
六
現
観
義
発
菩
提
心
義
浄
義
合

一
巻
）

（
初
章
観
文
一
巻
）

（
一
乗
法
界
図
一
巻
）

（
阿
弥
陀
経
疏
一
巻
）

（
判
比
量
論
一
巻
）

（
宝
性
論
料
簡
一
（
三
）
巻
）

（
三
論
宗
要
記
一
巻
）

（
三
論
宗
要
一
巻
）

（
二
諦
章
）

一
七
’
二
九

九
’
四
二
六

八
’
五
三
九

一
七
’
一
四
四

一一一三三一七五一一一一一一一
四七七’’七’四二七二五一七六六
一’’八八’四○｜｜｜｜｜’’’

一一七八一八三九五一三七四四
三四四八八九四七○九○二
八○○三一六四六八

● ●

（
一
乗
法
界
図
一
巻
）
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『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

深
密
経
疏
五
巻

最
勝
王
経
疏
五
巻

金
光
明
最
勝
王
経
略
讃
五
巻

金
光
明
最
勝
王
経
疏
五
巻

最
勝
王
経
疏
一
○
巻

法
華
経
疏
一
○
巻

浬
薬
経
述
讃
七
巻

浬
藥
経
述
讃
一
四
巻

浬
藥
経
疏
一
四
巻

弥
勒
経
疏
三
巻

弥
勒
菩
薩
経
述
讃
三
巻

大
潅
頂
経
疏
二
巻

顕
揚
論
疏
四
巻

顕
揚
論
述
讃
一
○
巻

顕
揚
論
述
讃
四
巻

顕
顕
論
述
讃
一
六
巻

成
唯
識
瞳
量
二
○
巻

倶
舎
抄
四
巻

一
七
八
三

二
○
○
○

二
○
○
一

二
○
○
二

二
○
○
三

一
一
一
一
一
一
一
一

二
一
六
七

二
一
六
八

二
一
六
九

二
二
一
五

二
二
一
七

二
二
二
四

二
三
一
七

二
三
一
八

二
三
一
九

二
三
二
○

二
三
八
一

二
五
七
二

慣
興
師
最
勝
王
経
疏

倶
舎
論
抄
四
巻

解
深
密
経
疏
五
巻

深
密
経
疏
五
巻

顕
揚
論
慢
興
述
賛

顕
揚
論
述
記
八
巻

顕
揚
論
述
賛
一
六
巻

顕
揚
論
疏
一
○
巻

金
光
明
経
疏
八
巻

金
光
明
最
勝
王
経
疏
五
巻

金
光
明
最
勝
王
経
略
賛
五
巻

最
勝
王
経
慣
興
疏

最
勝
王
経
疏
五
巻

成
唯
識
論
疏

大
潅
頂
経
疏
二
巻

大
般
浬
藥
経
疏
四
巻

浬
藥
経
慢
興
師
疏
一
二
巻

浬
藥
経
述
賛
一
四
巻

浬
藥
経
疏
一
四
（
二
四
）
巻

法
花
経
疏
一
○
巻

弥
勒
経
述
賛
三
巻

九
’
四
三
一

一
二
’
一
○

一
二
’
五
三

一
二
’
一
○

九
’
二
三

九
’
三
九
三

一
六
’
四
○
四

三
’
六
四
六

九
’
三
九
二

九
’
二
六
四

二
四
’
三
九
八

九
’
三
一

八
’
五
三
四

二
四
’
五
一
三

一
七
’
一
二
八

二
四
’
五
一
五

一
六
’
四
八

一
七
’
八
一

九
’
三
九
二

一
一
’
五
○
○

九
’
三
九
二

一
二
’
五
一
七
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九
令
因

八
智
仁

二
順
慢

一
二
道
證

一
○
（
行
達
）

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

大
般
若
経
籍
目
一
巻

唯
識
集
一
四
巻

大
毘
婆
沙
心
論
抄
一
○
巻

大
般
若
籍
目
一
巻

仏顕四十
地場分一
論論律面
疏疏抄経
四一一疏
巻○○一

巻巻巻

輸
伽
料
簡
一
巻

解
深
密
経
疏
一
部

倶
舎
紗
六
巻

二
○
二
九
・

二
○
三
○

二
○
三
一

二
三
八
五

二
五
五
九

二
一

一

一

○
一

一
九
八
四

二
五
七
四

一
一
一
一
一
一
一
一

二
二
六
九

一
一
一
一
一
一
一
一

二
五
一
九

唯唯 大大
識識 般 般
要論 若 若
集集 籍 経
一一 目 籍
三四一目
へ巻巻一

巻
四
一

巻

大
毘
婆
沙
心
論
抄
一
○
巻

解
深
密
経
疏
一
○
巻

霊
因
師
倶
舎
紗
六
巻

十
一
面
経
疏
一
巻

顕
揚
正
教
論
疏
一
○
巻

顕
揚
論
疏
一
○
巻

顕
揚
論
智
仁
疏
一
○
巻

四
分
律
抄
一
○
巻

仏
地
論
疏
四
巻

弥
勒
経
疏
三
巻

弥
勒
菩
薩
経
述
讃
三
巻

無
垢
称
経
疏
六
巻

輸
伽
菩
薩
地
疏

（
輸
伽
料
簡
一
巻
）

一
二
’
五
三

一
七
’
八
四

三
’
六
四
六

九
’
三
九
二

四
’
九
一

一
二
’
五
五

九一九七
’二’’
五’三四
九一八九
三四八○

八二

’’
四三
阿汽
九六

一
○
’
三
三
○

二
’
五
一
○

一
七
’
一
二
四

一
七
’
一
三
三
・

一
二
’
一
六
○

一
二
’
五
三

一
二
’
一
六
一

（
唯
識
要
集
一
三
巻
）
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一
四
玄
一

一
三
勝
荘

一
五
義
寂

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

両
巻
無
量
寿
経
記
一
巻

両
巻
無
量
寿
経
疏
二
巻

元
量
寿
経
記
二
巻

法
華
経
疏
四
巻

法
華
疏
一
○
巻

随
願
往
生
経
記
一
巻

最
勝
王
疏
八
巻

金
光
明
最
勝
王
経
疏
八
巻

梵
網
経
疏
二
巻

起
信
論
問
答
一
巻

仏
性
論
義
一
巻

両
巻
無
量
寿
経
疏
五
巻

唯
識
枢
要
私
記
二
巻

枢
要
私
記
二
巻

唯
識
論
集
一
四
巻

唯
識
論
要
集
一
○
巻

唯
識
論
疏
一
○
巻

一
八
九
五

一
八
九
六

一
八
九
七

二
一
三
○

一
一
一
一
一
一
一

二
二
二
五
・

一
二
三
一
一
ハ

ニ
三
八
二

二
三
八
三

二
○
○
四

二
○
○
六

二
二
三
五

二
四
五
六

二
四
九
一

二
四
九
二

二
三
八
六

二
三
八
七

二
三
八
八

一
八
九
一

随
願
往
生
経
記
一
巻

法
花
経
疏
一
○
巻

両
巻
無
量
寿
疏
二
巻

（
唯
識
枢
要
私
記
二
巻
）

勝
庄
師
最
勝
王
経
疏

勝
庄
師
金
光
明
疏
八
巻

梵
網
経
疏
二
巻

起
信
論
問
答
一
巻

仏
性
論
義
一
巻

唯
識
論
要
集
一
○
巻

唯
識
論
疏
一
○
巻

大
般
若
経
剛
要
一
巻

九
’
二
五

九
’
三
九
六

一
○
’
三
三
○

一
三
’
三
五

一
二
’
三
八
二

一
二
’
三
八
○

九
’
三
九
二

一
三
’
三
五

一
二
’
一
六

一
八
’
四
六
一

一
四
○

三
’
五
一
○

一
二
’
八

一

一

一

三

八
一

浬
藥
経
疏
五
巻

（
唯
識
枢
要
私
記
二
巻
）
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『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

浬
藥
経
剛
目
二
巻

浬
藥
経
剛
目
一
巻

浬
藥
経
義
記
五
巻

浬
藥
経
義
記
四
巻

浬
薬
経
疏
一
六
巻

云
何
偶
一
巻

梵
網
経
疏
二
巻

梵
網
経
文
記
二
巻

法
花
論
述
記
一
巻

馬
鳴
生
論
疏
一
巻

馬
鳴
生
論
疏
四
巻

馬
鳴
論
疏
一
巻

十
二
章

十
二
巻
章
一
二
巻

理
趣
経
幽
讃
一
巻

法
華
料
簡
一
巻

両
巻
無
量
寿
経
疏
三
巻

無
量
寿
経
述
記
一
巻

大
般
若
経
剛
要
一
巻

一
八
九
二

一
八
九
三

二
○
二
七
・

二
○
二
八

二
○
四
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
●

二
一
三
四

二
一
七
○

二
一
七
一

二
一
七
二

二
一
七
三

二
一
七
四

二
一
七
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

二
二
三
四

二
五
五
○

二
五
五
二

二
五
五
四

二
五
五
三

二
七
一
二

二
七
一
三
・

二
七
一
四

/-、両両理梵梵梵法浬浬浬
法巻巻趣網網網花藥藥藥
花無経幽文経経経経経経
論量疏讃記文疏料疏綱義
述寿三一二記二簡一目記
記経巻巻巻 二巻一六一四
一疏巻巻巻巻／－，
巻 三五
､-′巻、-／

巻

（
法
花
経
論
述
記
一
巻
）

（
馬
鳴
生
論
疏
一
巻
）

一三一一一一一一一一一一一一一

七’七七二二七七八七’六二二七
’八’’’’’’’’五’’’’
一六九一五三一八四八四四三五八
四八○四八三三六七五○七三二
○・八一○六一 二 九 九 ・

八
○ 三

/-、／-、／-、へへ両
馬法大法浬巻
鳴花般花藥経
生論若経経疏
論述経料綱三
疏記綱簡目巻
一一要一二
巻巻一巻巻
､‐／、-／巻、‐／、-／

ー
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二
一
玄
隆

二
○
大
賢

一
九
遁
倫
・

道
倫

一
七
表
員

一
八
（
明
晶
）

一
六
大
術

『
大
日
本
古
文
書
ｌ
正
倉
院
編
年
文
書
」
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

如
来
蔵
経
疏
二
巻

大
方
等
如
来
経
疏
二
巻

大
方
等
如
来
蔵
経
疏
二
巻

起
信
論
疏
一
巻

成梵梵最
業網網勝
論経経王
記古古経
一迩迩料
巻記一顕

一巻一
巻巻

大
般
若
経
疏
一
巻

花
厳
文
義
要
決
一
巻

海
印
三
昧
論
一
巻

玄
隆
師
章
一
巻

元
隆
師
章
六
巻

二
○
一
二

二
○
一
三

二
○
一
四

二
四
五
八

一
九
九
七

二
二
三
七

二
二
三
八

二
六
九
六

二
○
二
六

二
七
六
三

二
七
六
四

八八
八八
二三

起
信
論
疏
一
巻

大
方
等
如
来
経
疏
二
巻

（
大
方
等
如
来
蔵
経
疏
二
巻
）

大
般
若
経
疏
一
巻

華
厳
文
義
要
決
一
巻

（
海
印
三
昧
論
一
巻
）

梵
網
経
古
迩
記
一
巻

（
成
業
論
記
一
巻
）

玄
隆
師
作
章

玄
隆
法
師
章

玄
隆
師
章
一
（
四
・
二

巻

一
一
ハ
）

七
’
四
九
一

二
四
’
五
三
九

三

五

一
六
’
四
○
三

八
’
五
三
九

二
四
’
五
三
九

四’七一
’七’’
四一七五
四 ○ 八 六
七五

一
二
’
四
三
五

一
二
’
四
三
五

二
’
一
○
○
・

三
○
七
・
三
二
二

一
二
’
三
五
八

一
一
’
五
六
七

起
信
論
疏
一
巻
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二
二
審
詳
一
審
詳
師
経
録
一
巻

『
大
日
本
古
文
書
Ｉ
正
倉
院
編
年
文
書
』
に
み
ら
れ
る
新
羅
仏
教
の
二
・
三
の
問
題
（
福
士
）

二
八
九
三
一
繩
繩
州
綱
緋
哨
巻

一
六
’
四
三
五

一
三
’
三
九
・

一
七
’
一
二
ハ
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